
③
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覧
ヲ
停
止
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ペ
シ
（『東
京
美
術
学
校
一
覧
闘
紐
匹
誌
[
』
)

美
術
局
設
置
運
動
の
成
果

明
治
三
十
年
代
に
入
っ
て
高
ま
っ
た
美
術
界
、
教
育
界
に
お
け
る
美
術
奨
励

促
進
運
動
な
い
し
美
術
局
設
置
運
動
や
そ
の
間
の
正
木
直
彦
の
活
動
に
つ
い
て

は
す
で
に
述
べ
た
が
、
政
府
が
こ
の
よ
う
な
運
動
に
対
し
て
漸
<
―
つ
の
回
答

を
出
し
た
の
は
日
露
戦
争
後
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
三
十
九
年
一

月
、
第
一
次
西
園
寺
（
公
望
）
内
閣
が
成
立
し
、
牧
野
伸
顕
が
文
部
大
臣
と
な
っ

た
が
、
こ
の
と
き
文
部
省
は
美
術
奨
励
の
た
め
の
予
算
案
を
編
成
し
た
。
後
出

の
正
木
の
談
話
に
あ
る
七
万
円
の
予
算
は
こ
れ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
文
部
省
の
動
き
は
い
よ
い
よ
懸
案
の
美
術
奨
励
機
関
が
新
設
さ
れ
る
前

振
れ
と
し
て
一
般
に
受
け
取
ら
れ
、
期
待
が
高
ま
っ
た
。
同
年
七
月
十
五
日
の

『
国
民
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
某
美
術
家
」
の
「
美
術
と
学
士
院
」
と
題
す

る
論
説
は
「
美
術
院
」
設
置
の
急
務
な
る
こ
と
を
訴
え
る
内
容
の
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
や
『
美
術
新
報
』
に
転
載
さ
れ
て
い

る
の
は
、
美
術
界
の
期
待
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
牧
野
文
相
の
、

決
し
て
世
間
の
偉
ふ

要
は
斯
業
の
奨
拗
と
審
査
を
な
さ
ん
と
す
る
に
あ
り

る
如
く
初
よ
り
美
術
院
な
ど
い
ふ
如
き
大
袈
裟
な
る
も
の
を
設
け
ん
と
す
る

に

あ

ら

ず

随

つ
て
豫
算
の
如
き
も
僅
少
の
創
業
費
を
請
求
し
た
る
に
過
ぎ

ず
、

（『美
術
新
報
』
第
五
巻
第
二
十
号
《
明
治
四
十
年
一
月
五
日
》
所

載
『
東
京
毎
日
新
聞
』記
事
）

と
い
う
消
極
的
な
発
言
が
示
す
よ
う
に
、
七
万
円
の
予
算
案
は

一
万
円

展
覧
会
創
設
費
）
に
削
減
さ
れ
、
議
会
で
承
認
さ
れ
た
。
美
術
界
の
期
待
に
反
し

て
美
術
局
な
い

し
美
術
院
の
設
置
は
ま
た
し
て
も
先
き
送
り
と
な
っ
た
が
、
兎

も
角
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
治
四
十
年
夏
に
は
美
術
審
査
委
員
官
制
が
公
布
さ

れ
、
秋
に
は
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
が
開
催
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
部
省
の
官
設
展
覧
会
計
画
は
大
い
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
賑

わ
せ
た
。
『
報
知
新
聞
』
は
明
治
四
十
年
一
月
二
十
七
日
か
ら
二
月
十
四
日
に

か
け
て
「
美
術
と
文
部
省
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
を
連
載
し
、
末
松
謙
澄
、
金
子

堅
太
郎
、
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
、
正
木
直
彦
ら
有
識
者
の
見
解
を
紹
介
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
特
に
資
料
的
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
正
木
の
談
話
を
こ

こ
に
転
載
し
て
お
く
。

0
美
術
と
文
部
省
正
木
直
彦
氏
の
談

今
回
の
文
部
省
豫
算
は
宜
は
余
の
案
で
、
七
萬
薗
編
入
し
た
の
で
あ
る
が
一

萬
圏
に
削
ら
れ
た
、
余
は
常
に
考
ふ
、
藝
術
な
る
も
の
4

進
歩
は
日
に
月
に

駿
々
乎
と
し
て
止
ま
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
此
等
の
作
品
に
到
し
頻
繁
に
公
平

な
る
審
査
を
遂
げ
等
級
の
格
付
け
を
す
る
必
要
を
認
む
、
此
の
如
き
一
大
事

業
は
政
府
の
手
に
待
た
ざ
る
を
得
ぬ
が
、
明
治
十
年
の
第
一
回
勧
業
博
覧
會

以
来
僅
か
五
回
の
博
覧
會
に
審
査
し
格
付
け
し
た
る
の
み
、
五
年
目
開
會
が

規
定
な
る
に
、
六
年
目
七
年
目
に
延
期
さ
る
A

こ
と
さ
へ
あ
り
甚
だ
以
て
遺

憾
と
す
る
所
で
あ
る
、

彼
の
農
産
物
の
如
き
は
地
方
聯
合
共
進
會
の
下
に
開
會
さ
れ
全
國
殆
ど
年
々

ひ
と
り

開
會
さ
る
4
繹
だ
、
獨
藝
術
に
於
け
る
競
技
の
方
法
な
き
よ
り
嘗
業
者
は
待

（
官
設
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斯
る
混
沌
時
代
を
救
ふ
は
政
府
の
任
で
、

一
年
一
回
全
図
の
美
術
品
を
一
堂

に
集
め
公
平
な
る
審
査
鑑
別
の
下
に
格
付
す
る
、
事
此
に
至
ら
ば
各
派
園
体

も
自
費
も
て
展
覧
會
を
開
く
必
要
も
滅
す
べ
く
、
叉
優
等
品
は
買
上
げ
國
有

と
し
て
一
館
に
陳
列
し
、
今
人
を
し
て
常
代
の
傑
物
を
知
ら
し
め
後
世
を
し

て
歴
史
的
順
序
立
ち
し
作
物
に
接
せ
し
む
る
の
で
あ
る
、
美
術
館
の
件
は
余

に
腹
案
あ
り
本
校
〔
東
京
美
術
学
校
〕
改
策
の
後
相
隣
り
し
て
建
築
の
豫

算
が
あ
る
、
尚
幸
ひ
な
る
は
東
宮
殿
下
御
慶
事
紀
念
と
し
て
獣
納
し
た
る
美

術
館
あ
り
所
謂
裳
代
の
傑
物
た
る
も
の
は
此
の
館
を
拝
借
し
て
陳
列
す
る

こ
れ

の
榮
を
得
ば
、
斯
道
の
奨
勘
焉
よ
り
大
な
る
は
な
い
の
で
あ
る

扱
文
部
省
豫
算
が
通
過
す
と
せ
ば
、
早
速
今
秋
よ
り
奨
勘
法
に
着
手
の
筈
な

る
も
、
今
年
は
博
覧
會
〔
東
京
勧
業
博
覧
会
〕
あ
り
叉
佑
五
琥
館
（
新
禅
覧

會
場
の
一
部
）
も
約
束
済
み
と
な
り
、
各
派
展
覧
會
も
開
設
さ
る
4

な
れ
ば

本
年
は
宜
行
の
暇
な
か
ら
ん
會
場
は
如
何
に
す
べ
ぎ
か
、

一
萬
園
の
金
額

は
固
よ
り
新
築
に
餘
地
が
な
い
、
結
局
今
回
新
築
の
博
覧
會
中
の
美
術
館
を

ま
い

ち
焦
が
る
4

苦
痛
の
結
果
、
各
自
々
費
を
以
て
展
覧
會
を
開
く
に
至
っ
た

が
、
私
立
展
覧
會
は
流
派
を
同
う
す
る
の
で
出
品
の
謳
域
甚
だ
狭
き
の
み
な

ら
ず
、
こ
れ
を
統
率
す
る
人
の
方
針
一
方
に
偏
す
る
が
故
、
甕
閥
漸
く
生
じ

新
進
の
道
終
に
閉
塞
さ
る
4

に
至
る
、
此
に
於
て
新
進
美
術
家
は
次
第
に
脱

し
て
一
園
を
形
造
り
新
天
地
を
開
く
に
至
る
、
即
ち
今
日
の
雲
の
如
き
諸
圏

腔
、
霞
の
如
き
展
覧
會
は
族
生
さ
れ
た
の
だ
、
然
る
に
各
振
割
捩
の
弊
害
は

評
債
の
標
準
な
る
も
の
な
く
、

一
流
一
派
に
て
勝
手
な
る
格
付
け
す
る
な
れ

ば
具
眼
者
よ
り
見
る
時
は
往
々
滑
稽
を
極
む
、
自
分
の
畠
の
南
瓜
が
廿
い
で

獨
り
よ
が
り
に
陥
る
の
で
、
美
術
界
の
紛
氣
恐
く
今
日
よ
り
甚
し
き
は
あ
る

な
お
、
文
展
開
設
が
決
定
し
、
美
術
界
が
未
曽
有
の
活
況
を
呈
し
、

一
般
の

関
心
も
文
展
に
集
中
す
る
な
か
で
、
美
術
局
設
置
の
問
題
は
片
隅
に
追
い

や
ら

れ
て
し
ま

っ
た
が
、
左
記
の
論
説
が
示
す
よ
う
に
、
我
が
国
の
美
術
行
政
を
冷

静
に
批
判
し
、
美
術
局
設
置
の
必
要
を
訴
え
続
け
る
人
も
あ
っ
た
。

文
部
省
内
に
美
術
局
を
設
置
す
べ
し

ま

さ

ち

か

づ

方
に
開
期
に
近
き
た
る
文
郡
省
の
美
術
展
覧
會
は
、
其
の
組
織
に
就
き
て

こ
そ
兎
角
の
批
評
を
も
招
き
た
れ
、
岩
崎
家
、
住
友
家
等
が
西
洋
よ
り
輸
入

せ
し
一
額
面
を
も
購
ひ
が
た
き
小
額
の
費
用
を
以
て
、
或
は
聾
家
の
幽
結
を

催
し
、
或
は
私
設
展
覧
會
の
動
機
と
な
り
た
る
な
ど
、
少
か
ら
ざ
る
刺
戟
を

祉
會
に
興
へ
た
る
こ
と
は
、
世
人
の
熟
知
す
る
所
に
し
て
、
夫
れ
の
み
に
て

も
十
分
の
成
功
と
い
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

此
れ
一
に
は
美
術
稜
逹
の
機
運
に

乗
じ
た
る
に
も
よ
る
べ
く
、
二
に
は
同
展
究
會
が
官
設
に
し
て
、
國
家
の
名

〔
マ
マ

〕

に
於
て
開
催
せ
る
ら
る
4
が
為
な
る
べ
し
。

抑
々
一
身
一
家
に

つ
き
て
見
る
も
、
日
常
生
活
の
急
需
を
み
た
し
得
る
に

至
れ
ば
、
身
を
装
ひ
、
家
を
飾
ら
ん
と
の
慾
求
を
感
ず
る
如
く
、
國
家
社
會

に
つ
き
て
見
る
も
、
図
防
上
の
安
心
を
得
、
鰹
演
上
の
餘
裕
を
も
生
ず
る
時

は
、
美
術
工
藝
の
勃
興
を
見
る
に
至
る
者
な
り
。
我
國
に
て
い
は
ゞ
奈
一
艮
時

ぎ
り
し
や

代
、
室
町
時
代
、
元
禄
時
代
の
美
術
、
西
洋
に
て
い
は
ゞ
希
服
時
代
、

ロ
ー

マ
時
代
の
美
術
等
、
皆
天
下
太
平
、
四
民
安
堵
の
餘
響
た
ら
ざ
る
な
し
。
久

し
く
臥
薪
嘗
騰
の
労
苦
を
積
み
し
我
邦
の
政
府
が
戦
勝
後
の
小
康
に
會
し
、

用
ゐ
る
に
至
る
も
計
ら
れ
な
い
、

（
明
治
四
十
年
二
月
十
四
日
『
報
知
新
聞
』
）
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平
和
的
痰
展
を
劃
策
す
る
に
あ
た
り
て
、
美
術
の
奨
動
に
思
ひ
及
べ
る
は
誠

に
機
宜
に
適
せ
る
虞
置
に
し
て
、
其
の
反
響
の
大
な
る
も
営
然
な
り
と
い
は

ざ
る
べ
か
ら
ず
。

之
を
事
宜
に
徴
し
、
之
を
道
理
に
緊
み
て
美
術
界
刷
新
の
時
機
に
逹
せ
り

と
せ
ば
、
近
世
美
術
の
本
國
と
も
稲
せ
ら
る
4

佛
図
政
府
に
倣
ひ
て
教
育
美

術
省
を
置
く
こ
と
能
は
ざ
る
ま
で
も
、
東
洋
の
美
術
國
を
以
て
自
任
す
る
我

邦
の
文
部
省
内
に
美
術
局
を
設
置
せ
ん
は
、
必
要
に
し
て
朝
野
に
異
議
な
き

所
な
る
べ
し
。

こ
ろ

顧
み
れ
ば
明
治
一
―
-
+
―
二
年
の
交
、
大
隈
内
閣
の
時
代
に
あ
た
り
て
は
文

部
大
臣
官
房
中
に
美
術
課
を
設
置
す
る
に
至
り
し
に
、
時
の
課
長
た
り
し
正

木
氏
が
、
美
術
調
査
の
使
命
を
帯
び
て
洋
行
せ
し
留
守
中
内
閣
の
更
迭
あ
り

て
、
正
木
氏
の
洋
行
は
無
意
味
と
な
り
、
美
術
課
と
美
術
奨
勘
の
精
神
と
共

に
限
せ
ら
れ
た
る
ぞ
逍
憾
な
る
。

人
或
は
美
術
に
腸
す
る
行
政
の
閑
散
に
し
て
一
局
を
特
設
す
る
に
足
ら
ざ

る
を
疑
ふ
も
の
あ
る
べ
し
と
雖
も
決
し
て
然
ら
ず
、
今
試
み
に
同
局
に
屈
せ

し
む
べ
き
事
務
の
首
要
な
る
者
を
列
畢
せ
ん
か
。
一
、
東
京
及
び
京
都
の
直

轄
美
術
學
校
の
こ
と
。
二
、
東
京
―音
楽
學
校
の
こ
と
。
―
―
-
、
美
術
数
員
挫
成

の
こ
と
。
四
、
美
術
赦
育
視
察
の
こ
と
。
五
、
海
外
留
學
生
の
こ
と
、
六
、

美
術
品
買
上
げ
の
こ
と
。

七、

美
術
品
保
存
の

こ
と
及
古
社
寺
保
存
會
の
事

業
の
一
部
。
八
、
美
術
家
の
表
彰
及
び
奨
動
の

こ
と
。
九
、
中
央
及
び
地
方

に
展
究
會
を
設
置
す
る
こ
と
。
十
、
文
學
の
奨
励
。
十
一

、
劇
場
及
び
寄
席

の
監
瞥
。
十
二
、
公
共
建
設
物
の
装
飾
°
+
―
―
-
、
銅
像
及
紀
念
碑
の
建
設
等

現
に
他
局
も
し
く
は
他
省
に
て
執
務
し
つ

4

あ
り
、
叉
は
近
き
将
来
に
於
い

て
必
ず
着
手
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
甚
多
し
。
興
行
物
の
監
督
を
警
察
に

（
明
治
四
十
年
十
月
十
六
日
『
報
知
新
聞
』
。

第
十
六
号
に
転
戚
。
）

『
美
術
新
報
』
第
六
巻

委
し
、
美
術
展
覧
會
の
陳
列
品
に
ま
で
警
視
罷
の
手
を
の
ば
さ
し
め
て
平
然

た
る
如
き
は
、
箪
に
教
育
の
た
め
よ
り
見
る
も
、
熱
心
な
る
嘗
局
の
忍
び
難

き
所
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

現
首
相
西
園
寺
〔
公
望
〕
侯
は
、
極
め
て
趣
味
廣
き
人
に
し
て
、
美
術
文

學
の
奨
勘
に
意
あ
り
と
稲
せ
ら
る
。
文
部
省
の
為
に
固
り
、
日
本
美
術
の
た

め
に
察
す
る
に
、
文
部
省
内
に
美
術
局
を
設
け
教
育
美
術
省
の
礎
地
と
な
す

は
今
の
時
よ
り
よ
き
は
な
し
。
書
し
て
以
て
営
局
に
諮
り
、
叉
之
を
輿
論
に

訴
ふ
。

（
信
陽
生
）

第2章 制度改革期 358 


